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ひとみ輝く第一っ子 よく学び ・ 心豊かに ・ 健やかに

令和５年も早いもので残すところ後一月ばかりとなりました。暦の上では冬を迎え日本各地で雪の便りを
耳にすることが多くなってきました。そんな寒さ強まりつつあるこの頃ではありますが、大変心温まる出来
事がありました。朝、登校指導中の事です。子どもたちと一緒に学校に向かっている途中あいにく小雨が振
り出しました。子どもの見送りをされていた保護者の方が、傘を持っていない私に気づかれ、そっと「傘は
いかがですか？」と声をかけていただき、お家の傘を用意していただきました。地域のぬくもりに触れたよ
うで何とも言えない嬉しい気持ちになりました。本当にありがとうございました。これから益々寒さ厳しく
なってくることと思いますが、どうぞ、保護者や地域の皆様におかれましても、特にウィルス感染予防に十
分ご留意いただき、子どもたち共々健康に年末・年始が迎えられますようにお過ごしください。
さて、話は変わりますが、昔から日本では、言葉には神秘的な力があるとされ、「言霊（ことだま）」とい

う言葉が度々用いられてきました。ポジティブな言葉は自分にも相手にも良い効果が、反対にネガティブな
言葉には自分にも相手にも悪い結果をもたらすことが多いとされ、言葉には目に見えない不思議な力がある
と信じられてきたからです。本当にそうなのでしょうか？
実際に心理学の研究においても、確かに「ミスをしないように。」「失敗しないように。」と否定的な言葉掛

けをすると、「しないようにしよう」と心理的なプレッシャーから、ミスをしたり失敗したりするイメージが
強くなり実際にそうなってしまうことが多いことが実証されています。この言葉掛けを「否定命令」と言う
のだそうです。そう言えば私たち教員もごく普通に「忘れ物をしないように。」と言葉掛けをすることがあり
ますが、逆に忘れ物をしてしまう可能性を高めてしまっているということになります。難しいことはわかり
ませんが、このことは、そもそも人の脳が否定語を理解できないとされているためだとか。なので、子ども
たちのヒーローショーでは、否定的な言葉掛けはしないそうです。例えば、「立たないで。」ではなくて「座
って見てね。」とか、「走らないで。」ではなくて「ゆっくり歩いてね。」とか。言葉掛けを変えるだけで、子
どもたちの行動を変える効果がより期待できるのです。
ということで、より良い行動を促すための言葉掛けにはよくよく注意が必要です。特に子どもには肯定的

な言葉掛けが大切であると言われています。先ほどの「忘れ物をしないように。」
ではなくて、例えば「明日の準備をしっかりしてから来ましょう。」の言葉掛けが
必要なのです。「言霊」の意味する通り、言葉には目に見えない力があるようです。
私たち教員も普段の言葉掛けを見直して子どもたちのより良い行動や生活につなげ
ていきたいと思います。
言葉か変われば心が変わる 心が変われば行動が変わる 行動が変われば習慣が変わる

習慣が変われば人格が変わる 人格が変われば運命が変わる

「ウィリアム・ジェームス」（心理学者・アメリカ心理学の父）

甲南第一小学校 校長 松山 辰也

甲南第一小学校だより

第一っ子

本校では、毎年、「命・人権」を大切にし、子ど
もたちの豊かな感性をはぐくむことを目的に『やさ
しさ・ぬくもり集会』を開催しています。昨年度ま
では、コロナの影響で２部に分けての開催で、全学
年の発表を参観していただくことはできませんでし
たが、本年度は、コロナも５類に移行したこともあ
り、全校の子どもたちが集って開催いたします。日
時は１２月８日（金）の２・３校時。各学年のテー

マに沿って、みんなが幸せ
に暮らしていくために大切
なことを発表の方法を工夫
しながら発信します。何か
とご多用のこととは思いま
すが、第一っ子と共にみん
なの幸せについて考える良
い機会にしていただけたら
と思います。

登下校の見守りやクラブ支援、学校の環境整備
や研修会の開催、しらうめの発行、子どもたちの活
動支援等々、地域や保護者、後援会の皆様には大変
お世話になりました。これまでの制約もなくなり、
より身近に温かな言葉かけや支援をいただきまし
た。心より感謝しております。世界に目を向けます
と、心痛むニュースの多い２０２３年でしたが、２
０２４年が、希望に
満ちた明るい年にな
ることを願いつつ、
これからも子どもた
ちが安心して、安全
に過ごしていくこと
ができますように変
わらぬ見守りやご支
援をよろしくお願い
いたします。


